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の結果，ＷＭ負荷の大きい 4 コの検査項目に数唱を加えた 5 コの検査項目により TKW 式
検査を構成した． 













  対象：1995 年 4 月から 2003 年 8 月までに，某大学医学部付属病院神経内科および都内
某病院内科を受診した物忘れを主訴とし，痴呆が疑われる患者 196 名（平均 73 歳，29-93
歳）．うち男性は 71 名（平均 70 歳，29-88 歳），女性は 125 名（平均 75 歳，46-93 歳）で
ある．臨床的および画像診断上 DATと診断されたのは 85名（平均 75歳，29-92歳），VD
と診断されたのは 36名（平均 74歳，46-90歳），合計 121名（平均 75歳，29-92歳）であ





で 21.8±13.6 分（9～60 分），VD 群で 16.5±13.9 分（8～50 分），年齢相応群で 12.8±2.0
分（10～17 分）と，DAT 群で長かった．全検査所要時間の平均値における DAT 群と VD
群間の差は 5％水準で有意であった． 
素点合計得点の平均値と標準偏差，および幅は，全体で 45.6±17（4～66），DAT群で 39.9
±16.1（4～66），VD 群で 48.2±18.1（14～66），年齢相応群で 62.1±3.2（55～66）であっ
た．素点合計得点の平均値が DAT 群と VD 群間で 0.5％水準で有意差があったのは，全検
査合計得点（36項目），事物の階層構造的分類の理由づけ，漢字の仲間はずれの理由づけ，




Cronbach’s α は，0.91 であった．再検査信頼性係数は，全検査素点合計得点間の相関
係数が r = 0.88 (p<.0001)，下位検査項目得点間の相関係数が，r = 0.19であった｢おはじき










均質テストの因子構造は十分安定したものと考えられた．なお，Cronbach’s α は 0.86と，
内的整合性も高かった． 
情報処理内容の異なる 13コの下位検査項目得点の因子分析の結果は，固有値が第 1因



























が 8，分類理由付けが 7，事物の階層構造的分類 2，3，4が 7，おはじき計数 2桁が 4で 3
桁が 5，おはじき再現 2桁が 6で 3桁が 7，漢字の読みが 4，仲間はずれの選択が 8で選択
の理由づけが 7，数唱 4桁の場合が 6，迷路 1が 7，迷路 2が 9，迷路 3が 10となった（表
3）． 
実測正答率による順位と下位検査項目数 13 コのＷＭ最大デマンド数による困難度の順







する． TKW式検査の 13コの下位検査項目得点の SAに対する再現性指数は，RepA = 0.931，




















で r = 0.98（p< .001），36項目で r = 0.97（p< .001），推定された項目困難度と最大ＷＭデマ
ンド数によって決定された理論的困難度との順位相関係数は，13 項目の時 rs =  0.91










196名のうち，臨床的および画像診断上 DATと診断された 85名(平均 75歳，29-92歳)，
VDと診断された 36名(平均 74歳，46-90歳)，合計 121名(平均 75歳，29-92歳)について，
判別分析を行った． 
36コの下位検査項目得点の素点合計得点による判別分析の結果，正しく分類されたのは，
DAT85名中 67名（78.8％），VD36名中 32名（88.9％）の合計 99名（81.8％）だった．下
位項目得点をさらに細かく分けて分析した結果，45項目で 85.1%，51項目で 87.6％と項目
数の増加に伴い，的中率が高くなった．51項目による的中率は，DATが 74名の 87.1％，




れの選択が DATと VDの病型分類に有効と考えられた． 
 





対象：1995 年 4 月から 2003 年 7 月までに，某大学医学部付属病院神経内科および都内
某病院内科を受診したもの忘れを主訴とし，痴呆が疑われる患者 196名のうち，既存の評
価法を施行した被検査者数は，FAST が 117 名，CDR が 65 名，HDS-R が 136 名，MMSE
が 74 名，ADAS-Jcog が 78 名，かなひろいテストが 69 名である．既存の評価法を施行し
た患者の平均年齢は，FASTが 72.7歳（29～91歳），CDRが 69.8歳（29～90歳），HDS-R







3 週間以内に 2 セット目を施行した．セットの施行順序，およびセット内のテストの施行
順序はカウンターバランスをとった．テスト－再テスト信頼性を確認するため，TKW式検
査と MMSE を①と②の両セットに入れた．各テスト項目はそれぞれのマニュアルに沿い，




素点合計得点の平均値と標準偏差（範囲）は，HDS-R が 16.8±7.5（3～30），MMSE が
20.1±6.4（3～30），ADAS-Jcog が 19.3±10.9（3～58.7），かなひろいテストが 5.8±8.9（0
～36），FASTが 3.8±1.4（2～6），CDRが 1.6±0.8（0.5～30），そして TKW式検査が 50.2
±17.7（6～74）であった． 
検査所要時間の平均値と標準偏差（範囲）は，HDS-Rが 5.4分±1.7（2～11分），MMSE
が 8分±2.3（4～17分），ADAS-Jcogが 30分±8.3（18～58分），かなひろいテストが 6分
±1.5（2～10分）であった．一方，TKW式検査は，18.8分±12.3（9-60）であった． 
所要時間と得点との相関係数は，HDS-Rが r（59）= －0.483（p<.001），MMSEが r（69） 




























た．FAST，および CDRとの相関係数は，5 つのテスト方のうち TKW 式検査が最も高く， 
TKW式検査が日常生活動作能力をよくとらえた検査法であることを示している． 
既存のテスト法と TKW 式検査との相関係数は，「かなひろいテスト」を除き，r = 0.72






間に 0.1％水準，FAST2と 3，5と 6の間に 0.5％水準で有意差があった．また，CDR1と 2，
2と 3の間に 0.1％水準，0.5と 1との間に 5～10％水準で有意差があった．図 2に TKW全
検査による推定尺度値と FAST，および CDR 得点との関係を示した．縦軸が FAST，およ
び CDR 得点ごとの全検査による平均推定尺度値である．横軸に示した目盛りの上段が
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FAST 得点，横軸の下段が CDR 得点である．FAST 得点別の全検査による平均推定尺度値




FAST と CDR による痴呆重症度の評価得点と推定尺度値との方向は一致しており，TKW
式検査が重症度診断検査として有効であることが確認できた．  
  TKW全検査素点合計得点の再検査信頼性係数は，r (56) = 0.884 (p<.0001) であった．な
























⑤  は，DAT患者と VD患者を識別する為のコンサイス版を目指した． 
以上の選定基準によって，A1，A2，B1，B2，C，Dと 6種類のコンサイス版を作成した．
A1が第 1因子負荷量の大きい順，B1が項目情報関数の高い順である．そして，A2と B2
は，時間を短縮するために 1 つの下位項目から 1 つの下位検査項目得点を選ぶという第 1
の選定基準に従い，A1と B1から「迷路の所要時間」を除いたものである．Cは，項目困









点合計得点の平均値における DATと VD間には，A1が p = 0.028, A2が p = 0.026, B1が p = 





・ 検査所要時間は，全検査施行の場合の平均20分から平均 5分に短縮された． 
・ 平均項目識別力は，1.32 から 1.86 で③項目識別力と④項目困難度の基準によったコン
サイス Cが 1.86と全検査の 1.18を大きく上回っていた．平均項目困難度は，⑤構造行
列相関係数の基準によったコンサイス Dが 0.81と全検査に最も近かった． 
・ 最大テスト情報関数は 6.52～10.32 で，項目情報関数の基準によったコンサイス B1 が





・ テスト信頼性係数は 0.79から 0.86と，全てのコンサイス版で高かった．また，Cronbach’
α も 0.67から 0.79と，全てのコンサイス版で高かった． 
・ 全検査による推定尺度値と，コンサイス版による推定尺度値との相関係数は，r = 0.86
～0.91（p<.001）と，全てで高かった． 




















③ 項目識別力が 1.3以上の項目は，事物の階層構造的分類 1，おはじきの数の再現 3桁，
漢字の読みと仲間はずれの選択，迷路 1，3であった． 
④ 項目情報関数が 0.5 以上の項目は，事物の階層構造的分類，おはじきの数の再現 3
桁，漢字の仲間はずれの選択，迷路 2，3であった． 
⑤ 構造行列の相関係数が 0.2以上の項目は，事物の階層構造的分類 1，おはじきの数の
計数 3桁と再現 3桁，漢字の仲間はずれの選択，迷路であった． 
 15
以上の結果から，シングル版を「事物の階層構造的分類 1」「おはじきの数の再現 3桁」












類）の回帰係数は 0.97 と非常に高かった（表 5）．図 3 に，シングル版の素点から全検査
による推定尺度値を推定するための回帰直線を示した． 
判別率は 52.9％～62.8％で，シングル版 D（迷路 2）が最も高かった． 





テスト情報関数が最大となる推定尺度値は，コンサイス A1が 0.13，A2が 0，B1が 0.38，


































は感情障害，人格障害，あるいは性格変化が前面に出るため，HDS-R や MMSE による鑑
別診断は困難とされる（祖父江ほか, 1999）．本研究においても，素点合計得点による判別




































ｼﾝｸﾞﾙ A ｼﾝｸﾞﾙ B ｼﾝｸﾞﾙ C ｼﾝｸﾞﾙ D





推定尺度値との回帰式 ŷ =0.97x－1.2ŷ =0.27x－1.1ŷ =0.42x－1.3ŷ =0.44x－0.8
判別率（％） 56.2 52.9 66.1 65.3
*1：全検査（36コの下位検査項目得点）による素点合計得点とシングル版の素点との相関係数
    有意水準は，全て p<.001であった．
*2：全検査による推定尺度値ととシングル版の素点との相関係数
    有意水準は，全て p<.001であった．
0.79 0.77














































































































日本教育心理学会第 39回総会発表論文集，1997，p. 363． 
神経心理学的診断テスト結果から見た老年痴呆患者の作動記憶容量と一般知能因子と
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